
文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

富士教育訓練センターの1日はラジ
オ体操と安全確認から始まる。それ
ぞれの参加者は訓練に向けた意気込
みを大きな声で発表する。

かつて、建設業に携わる若き技術者・技能者たちは、
先達の「背中」から伝わる匠の技を盗みながら、自らのスキルを磨き上げていた。
生産年齢人口が減少傾向にあり、働き方や価値観が多様化するいま、
従前の修行や鍛錬といった昔ながらのスタイルがそのまま通用する時代ではない。
本物の技術を体得する、有能な人材を育てる「システム」としての教育が求められている。
建設の心・技・体をいかに根付かせるか。行政、建設産業団体、民間企業、教育機関が連携し、
次代を見据えた「育成」に取り組む現場を紹介する。

人づくりを支える
団体・企業の取組み

確保と育成建設業界 担い手の特 集 第2回

人材 育成
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A地域ネットワーク

　

平
成
二
十
六
年
一
月
、
国
は
持
続
可

能
な
建
設
産
業
の
構
築
を
目
指
し
、
最

重
要
課
題
で
あ
る
人
材
の
確
保
・
育
成

を
講
じ
る
べ
く
「
建
設
産
業
活
性
化
会

議
」
を
設
置
し
た
。
同
年
十
月
、
関
係

行
政
機
関
や
建
設
産
業
団
体
、
職
業
訓

練
校
、
教
育
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
て
、

若
年
者
の
教
育
訓
練
基
盤
の
充
実
・
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ

れ
た
の
が
「
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・

育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
だ
。
業
界
団

体
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
す

る
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金
の
長
谷

川
周
夫
人
材
育
成
支
援
総
括
研
究
部
長

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
こ
の
組
織
で
協
議
会
、
委
員
会
と

い
っ
た
呼
称
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は

『
行
動
』
す
る
共
同
体
で
あ
る
べ
き
と

の
思
い
か
ら
で
す
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
教
材
の
整
備
、

講
師
の
発
掘
・
育
成
、
各
地
域
の
職
業

訓
練
校
で
行
っ
て
い
る
講
座
な
ど
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、

『
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
構
築
を

育
成
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
体
系
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
」。

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
な
ど
中
核

と
な
る
訓
練
施
設
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
教

材
の
情
報
を
収
集
、
分
析
し
て
必
要
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。「
な
け

れ
ば
新
た
に
作
り
ま
す
。
単
独
で
展
開

さ
れ
て
い
る
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の

地
域
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
提
供
す
る
と
い
っ
た
取
組
み
で
す
」。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
て
一
年

半
、
活
動
の
成
果
も
見
え
て
き
た
。
現

在
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
二
六
の
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
、
各
地
で
地
域
の
実
状

に
応
じ
た
担
い
手
確
保
・
育
成
の
取
組

み
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
群
馬
県
沼
田
市
で
は
県
の

板
金
工
業
組
合
が
、
板
金
、
鉄
筋
、
瓦

を
扱
う
民
間
企
業
と
連
携
し
て
（
一

社
）
利
根
沼
田
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
を

「
行
動
」す
る
組
織
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
取
り
組
む

人
材
育
成

地
域
の
建
設
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

人
材
を
育
む

（一財）建設業振興基金
人材育成支援
総括研究部長

長谷川周夫
Norio Hasegawa
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支
援
し
て
い
ま
す
」。

　

そ
れ
で
は
、
誰
が
担
い
手
を
育
て
る

の
か
と
考
え
る
時
、
一
企
業
に
こ
れ
を

委
ね
る
に
は
限
界
が
あ
る
と
、
長
谷
川

氏
は
こ
う
話
す
。

　
「
各
地
の
総
合
お
よ
び
専
門
工
事
業

団
体
、
教
育
機
関
、
行
政
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
『
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

が
人
材
育
成
の
要
に
な
り
ま
す
。
地
域

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
個
々
の
組
織

で
培
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
踏

ま
え
、
施
設
や
機
材
、
手
法
を
共
有
し

な
が
ら
、
建
設
業
の
担
い
手
を
確
保
・

建設産業担い手確保・育成コンソーシアム体制図 

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

 
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

 

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
教
育

技
術
者

技
能
者

地域における連携ネットワークの構築を促進するため、他地域のモデルとなり得る
協会などの取組み事例の調査・分析を行い、地域でのネットワーク形成のための参
考となるよう情報提供などを行っている。

建設産業担い手確保・育成コンソーシアム

富士教育
訓練センター

三田建設技能研修センター

○○職業訓練校

○○企業内訓練校

○○県職業訓練校

○○地域職業訓練センター

建設関連職業訓練校等
連絡会議

総合工事業団体

専門工事業団体

…

職業訓練校

教育機関

地方公共団体等

…

建設産業団体 関係行政機関 教育機関職業訓練校

企画運営会議・WG

ノウハウ提供・支援

講師派遣・育成
プログラム・教材・
ノウハウなどの提供 等

屋外では足場の組立て実習が行われていた。安全か
つ作業をしやすい足場を組むための実践型の教育だ。

技能者

・日本建設業連合会
・建設業振興基金等

中核的
機能ネットワークの構築支

援プログラム・教材・
ノウハウ等の提供 等
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専門工事業 企業単独訓練

専門工事業団体毎の研修

設
立
し
、
市
場
調
査
の
ほ
か
、
職
業
訓

練
と
し
て
実
践
コ
ー
ス
を
展
開
す
る
。

沼
田
市
が
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
修

し
訓
練
施
設
と
研
修
期
間
に
供
さ
れ
る

宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
こ
そ
活
動
を
加
速
さ
せ
る
契
機
だ

と
、
長
谷
川
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
例
え
ば
、
当
財
団
が
厚
生
労
働
省
か

ら
受
託
し
て
い
る
未
経
験
者
を
対
象
に

職
業
訓
練
・
就
職
斡
旋
を
行
う
事
業
で

あ
る
建
設
労
働
者
緊
急
育
成
支
援
事
業

の
訓
練
修
了
者
が
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

協
力
会
社
に
就
職
し
、
所
長
か
ら
一
目

置
か
れ
る
存
在
に
な
っ
た
と
い
う
嬉
し

い
ケ
ー
ス
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
み
を
は
じ
め
、
今

後
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機
動

的
か
つ
弾
力
的
な
手
法
を
模
索
し
な
が

ら
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
っ
！
」。
朝

八
時
前
、
静
岡
県
富
士
宮
市
の
富
士
山

西
麓
に
清
々
し
い
声
が
響
き
渡
る
。

五
万
平
方
㍍
超
の
敷
地
を
抱
え
る
富
士

教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
一
日
は
、
こ
の

朝
礼
で
の
各
参
加
者
の
挨
拶
と
当
日
の

訓
練
に
向
け
た
決
意
表
明
で
始
ま
る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
平
成
九
年
四
月
。

建
設
関
連
業
団
体
が
組
織
し
た
職
業
訓

練
法
人
が
既
設
の
建
設
大
学
校
朝
霧
校

を
受
け
継
ぎ
開
校
し
た
。

　
「
講
師
は
非
常
勤
も
含
め
て
約

一
〇
〇
名
、
基
本
的
に
は
全
寮
制
で

二
〇
〇
名
以
上
の
宿
泊
に
対
応
可
能
で

す
。『
現
場
力
の
強
化
』
に
力
点
を
置

き
、
即
戦
力
と
な
る
建
設
技
術
者
、
技

能
者
を
育
成
す
る
国
内
最
大
の
訓
練
教

育
施
設
で
す
」
と
案
内
し
て
く
れ
た
の

は
菅
井
文
明
専
務
理
事
だ
。

　

工
業
高
校
の
体
験
実
習
か
ら
、
技
術

者
む
け
の
実
践
研
修
や
熟
練
技
能
者
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
習
ま
で
、
幅
広
い

受
講
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
数

は
近
年
、
年
間
約
一
万
人
、
企
業
数
も

五
、〇
〇
〇
社
に
達
す
る
。
昨
年
度
ま

で
の
延
べ
受
講
者
数
は
ゆ
う
に
一
六
万

名
を
超
え
た
。

　
「
最
近
は
女
性
の
参
加
者
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
事
務
職
に
止
ま
ら
ず
、
技

能
を
身
に
つ
け
実
質
的
な
業
務
に
関
わ

り
た
い
と
い
う
意
欲
の
表
れ
で
し
ょ

う
」
と
菅
井
氏
は
語
る
。
コ
ン
セ
プ
ト

「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
挑
戦

は
「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」。
血
の

通
っ
た
教
育
を
通
し
、
年
齢
性
別
に
関

わ
ら
ず
真
の
技
術
者
、
技
能
者
を
育
成

し
て
い
る
と
言
葉
に
力
を
込
め
る
。

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
徴
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
多
様
性
に
あ
る
。
前

述
し
た
通
り
、
受
講
者
の
属
性
、
参
加

企
業
の
業
種
、
規
模
は
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
技
術
や
技
能

の
習
熟
度
、
研
修
期
間
な
ど
、
画
一
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
十
分
な
成
果
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
教
育
ポ
リ

シ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
研
修
」
だ
。

　

菅
井
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
団
体
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
て
決
定
し
ま
す
。
一
つ
と
し
て

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

業
界
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

富士教育訓練センター
専務理事

菅井文明
Fumiaki Sugai

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
で

技
術
者
や
技
能
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

人材［育成］建設業界 担い手の確保と育成特 集

同
じ
内
容
が
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
真
の
即
戦
力
を
育
む

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
増
え
る
一
方
で
す
が
」。

　

し
か
し
、
そ
の
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
構
築
の
た
め
の
手
法
は
全
国
各
地
の

育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
活
用
さ
れ
る
こ

富士教育訓練センターの訓練体系

新入職コース

多能工コース

その他

学校

その他

総合建設業

各県建設業協会による
新入社員向け訓練

企業単独訓練

各県建設業協会による
高校生向け訓練

大学生向け実習

専門学校生向け実習

技術習得コース共同教育訓練
（一般募集型研修）

独自教育訓練
（オーダーメード型研修）

右上／内装の実習では、繊細な仕上げ作業を実地に学ぶ（提供：富士教育訓練センター）。右下／資格試験を想定した
実践的な重機の操縦訓練。左／大手ゼネコンの新入社員も身をもってコンクリートの配合を体験。

グループに分かれ、図面を元に鉄筋を組む。教える講師も鉄筋工のプロフェッショナルだ。

技能者技能者技術者

技能者
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これ以降写真提供はすべて㈱大林組

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

共
有
、
運
用
、
そ
し
て
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
具
現
化
す
る
大
き
な
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。

　

最
終
的
に
は
各
資
格
の
取
得
に
必
要

と
な
る
技
術
、
技
能
の
習
得
を
目
標
と

し
て
い
る
が
、
技
術
者
、
技
能
者
と
し

て
の
人
格
形
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が「
心
に
訴

え
か
け
る
教
育
」
だ
。

　
「
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
実
感
で

き
な
い
と
、
親
方
に
叱
ら
れ
た
だ
け
で

す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
ベ

テ
ラ
ン
の
技
術
者
、
技
能
者
の
講
師
と

生
徒
が
寝
食
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
人
間
関
係
の

大
切
さ
を
同
時
に
教
え
て
い
ま
す
」
と

菅
井
氏
は
話
す
。

　

技
術
、
技
能
を
教
え
る
、
訓
練
す
る

と
い
う
縦
方
向
の
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

人
と
の
関
わ
り
、
横
の
つ
な
が
り
を
通

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
。
時
と
し
て

講
師
は
親
方
や
先
輩
で
あ
り
、
受
講
者

は
同
志
、
ラ
イ
バ
ル
だ
。
参
加
当
初
、

朝
礼
の
挨
拶
で
か
細
い
声
し
か
出
せ
な

か
っ
た
受
講
者
も
、
日
々
切
磋
琢
磨
さ

れ
る
な
か
で
自
信
に
満
ち
た
大
声
を
聞

か
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

あ
る
専
門
工
事
コ
ー
ス
の
受
講
者
は

「
こ
の
研
修
が
な
か
っ
た
ら
三
日
で
辞

め
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
え
て

い
た
だ
い
た
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
、

職
人
の
心
構
え
を
実
務
で
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
感
想
を
寄
せ
て
い
た
。　

　

施
設
は
建
設
か
ら
五
〇
年
を
経
て
そ

の
老
朽
化
が
否
め
な
い
。
現
在
、
日
建

連
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
拠
出
を
も

と
に
建
て
替
え
が
進
行
中
。
来
年
度
、

新
施
設
で
の
開
講
を
目
指
す
。
建
設
業

を
担
う
技
術
者
、
技
能
者
た
ち
が
よ
り

充
実
し
た
環
境
で
技
を
磨
く
。
研
修
セ

ン
タ
ー
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
進

化
を
続
け
て
い
る
。

心
に
訴
え
か
け
る
育
成

奥に見えるセンター内の白い連絡通路は実
習を兼ねた訓練生の手によるもの。

人材［育成］建設業界 担い手の確保と育成特 集

　

㈱
大
林
組
も
約
一
、〇
〇
〇
社
の
協

力
会
社
か
ら
な
る
『
林
友
会
』
と
い
う

全
国
組
織
と
連
携
し
て
独
自
の
訓
練
施

設
を
立
ち
上
げ
、
躯
体
工
事
の
要
と
な

る
技
能
者
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

㈱
大
林
組
建
築
本
部
本
部
長
室
の
佐
藤

正
幸
課
長
に
お
話
を
聞
い
た
。「
協
力

会
社
か
ら
は
入
職
者
の
減
少
、
離
職
率

の
高
さ
に
悩
む
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

技
能
者
の
育
成
に
本
腰
を
入
れ
る

建
設
業
界
の
教
育
現
場

ス
キ
ル
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を

併
せ
持
つ

人
材
を
育
て
る

技
能
者

技
術
者

大
林
組
林
友
会
教
育
訓
練
校

株式会社大林組
建築本部 本部長室
課長

佐藤正幸
Masayuki Sato

「とび」「鉄筋」「型枠」の三職種に特化した訓練で、躯体工事の要となる技能者を育てている。

2019年4月完成予定の富士教育センターイメージ図。左から新本館教室棟、共用棟、宿泊棟。（提供：富士教育訓練センター）

とび

鉄筋

型枠
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人材［育成］建設業界 担い手の確保と育成特 集

し
か
し
、
人
材
不
足
、
育
成
と
い
っ
た

問
題
は
一
社
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
。

単
独
で
は
系
統
だ
っ
た
教
育
を
行
う
負

担
も
大
き
い
。
そ
こ
で
、
連
携
し
て
人

材
を
育
て
て
い
こ
う
と
設
立
し
た
の
が

『
大
林
組
林
友
会
教
育
訓
練
校
』
で
す
」。

開
校
は
平
成
二
十
六
年
の
五
月
だ
が
、

そ
こ
に
至
る
一
年
あ
ま
り
を
企
画
、
準

備
に
費
や
し
た
。「
最
初
に
着
手
し
た
の

は
、
ニ
ー
ズ
の
検
証
で
す
。
各
社
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
仕
事
の
面
白
さ
を

伝
え
た
い
、
将
来
職
長
に
な
る
こ
と
を

意
識
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
大
勢
を

し
め
ま
し
た
」
と
佐
藤
氏
は
振
り
返
る
。

そ
う
し
た
声
を
吸
い
上
げ
、
入
社
二
〜

三
年
を
経
た
協
力
会
社
の
若
手
社
員
を

対
象
と
し
て
、「
と
び
」「
鉄
筋
」「
型

枠
」
の
三
職
種
に
絞
り
込
ん
だ
教
育
方

針
が
決
ま
る
。
期
間
は
四
三
日
間
、
埼

玉
県
八
潮
市
の
大
林
組
研
修
セ
ン
タ
ー

に
泊
ま
り
込
み
、
基
礎
知
識
か
ら
専
門

技
能
ま
で
を
着
実
に
身
に
つ
け
て
い
く
。

　

初
年
度
の
参
加
者
は
二
三
名
だ
っ
た
。

「
若
手
と
い
っ
て
も
現
場
か
ら
す
れ
ば

貴
重
な
人
材
で
す
。
四
〇
日
以
上
人
手

を
取
ら
れ
て
し
ま
う
と
現
場
が
回
ら
な

い
と
い
う
現
実
的
な
背
景
も
あ
り
、
少

人
数
で
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
各
社
と
も
期
待
を
寄
せ
る
選

り
す
ぐ
り
の
若
手
を
送
り
込
ん
で
く
れ

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
協
力
会
社
の
代

表
取
締
役
も
務
め
る
、
校
長
の
石
沢
正

弘
氏
だ
。

　

そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が
研
修
に
費

や
す
資
金
だ
。
協
力
会
社
は
研
修
に
参

加
し
て
い
る
期
間
も
、
そ
の
社
員
に
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨

年
、
大
林
組
林
友
会
教
育
訓
練
校
は
、

東
京
都
か
ら
厚
生
労
働
省
の
制
度
を
活

用
し
た
「
広
域
団
体
認
定
訓
練
」
に
指

定
さ
れ
、
参
加
会
社
に
助
成
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
㈱
大
林

組
は
自
社
が
認
定
す
る
ス
ー
パ
ー
職
長

に
な
る
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
資
格
報
奨
金
を
支
給
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
設
定
し
て
い
る
。
そ

の
金
額
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
し
か

し
、「
投
資
」
は
将
来
必
ず
還
元
さ
れ
る

と
石
沢
校
長
は
確
信
し
て
い
る
。

　
「
こ
こ
は
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
、
鉄
筋

の
組
み
方
練
習
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
『
実
践
』
を
想
定
し
て
『
実

務
』
を
体
得
す
る
訓
練
施
設
で
す
」
と

言
い
切
る
の
は
八
潮
の
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
指
導
に
あ
た
る
櫻
田
徳
浩
総
括
指
導

員
だ
。
実
際
の
建
設
工
事
の
業
務
の
流

れ
、
つ
ま
り
受
注
か
ら
設
計
、
積
算
、

資
材
発
注
、
そ
し
て
施
工
と
い
っ
た
実

際
の
フ
ロ
ー
を
一
通
り
教
え
込
む
。
最

初
の
一
週
間
は
パ
ソ
コ
ン
教
育
に
特
化

し
た
研
修
だ
。
そ
れ
に
続
く
実
技
は
、

櫻
田
氏
に
加
え
、
協
力
会
社
の
社
員
、

Ｏ
Ｂ
か
ら
な
る
指
導
員
が
担
う
。
業
務

の
幅
広
さ
を
知
る
こ
と
で
、
例
え
ば
施

工
は
得
意
で
は
な
い
が
、
設
計
や
営
業

に
お
け
る
自
身
の
資
質
に
気
づ
く
こ
と

も
で
き
る
と
話
す
。
そ
の
た
め
に
「
こ

こ
で
学
ぶ
意
義
」
を
強
く
自
覚
し
て
ほ

ゼ
ネ
コ
ン
初
の

「
広
域
団
体
認
定
訓
練
」に
認
定

学
ぶ
意
義
を
自
覚
し

「
実
務
」を
身
に
つ
け
る

大林組林友会
教育訓練校 校長
（㈱松村組代表取締役）

石沢正弘
Masahiro Ishizawa

現
場
を

俯
瞰
で
き
る

技
能
者
を
育
て
る
。

広域認定訓練の助成制度の活用

訓練校は訓練にかかる経費などについての助成を受けら
れ、訓練生を派遣する協力会社は、訓練期間中に支払う賃
金と派遣にかかる経費などの助成が受けられる。これに加
え、認定訓練の受講には建設労働者確保育成助成金も上積
み支給されるため、協力会社は従来よりも負担が減少し、
社員に教育を受けさせやすくなるというメリットがある。

協力会社 自治体・厚労省

大林組林友会教育訓練校

給料

訓練生

教育

助成金

助成金
賃金と経費
への助成

型枠コースの実習。班ごとに各自の計画内容との差異について検証を行う。

救命救急講習

配筋検査研修

上／八潮消防署の協力により救命救急講習を実施。
下／㈱大林組の研修施設に赴いて行われた配筋検査の研修。 ㈱大林組安全環境部の職員が講師となって作業手順書の作成をレクチャー。

作業手順書作成型枠実習
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型枠実習

人材［育成］建設業界 担い手の確保と育成特 集

し
い
と
望
ん
で
い
る
。
会
社
の
指
示
通

り
研
修
に
参
加
し
て
い
れ
ば
給
料
は
も

ら
え
る
と
い
っ
た
認
識
で
は
技
術
は
到

底
身
に
つ
か
な
い
。「
同
様
に
現
場
で

も
、
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
何
の
疑
問
も

持
た
ず
、
淡
々
と
こ
な
す
だ
け
で
は
な

く
、『
な
ぜ
そ
の
作
業
が
必
要
な
の
か
』

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
な
ん

で
す
。
現
場
で
は
『
い
い
か
ら
や
っ
て

お
け
よ
』
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
丁
寧
に

教
え
て
い
ま
す
」
と
櫻
田
氏
は
説
明
す

る
。
そ
の
熱
い
想
い
を
受
け
た
修
了
生

か
ら
は
「
四
三
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
安
全
、
構
造
図
な

ど
、
普
段
で
き
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
な
の
で
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
ず
、
現
場
で
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
言
葉
も
届
い
て
い
る
。

　

訓
練
校
は
今
年
、
開
校
三
年
目
を
迎

え
た
。
こ
れ
ま
で
に
修
了
し
た
生
徒
は

四
〇
名
程
度
だ
が
、
櫻
田
氏
は
手
応
え

を
感
じ
な
が
ら
そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

「
彼
ら
が
現
場
に
復
帰
し
た
後
の
働
き

ぶ
り
を
見
て
、
口
コ
ミ
で
こ
こ
の
よ
さ

が
広
く
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
場
の
主
役
と
し

て
仕
事
を
し
、
技
術
に
見
合
っ
た
収
入

を
得
る
。
後
輩
を
育
て
る
立
場
に
な
る
。

そ
う
し
た
好
循
環
が
理
想
で
す
。
将
来
、

修
了
生
の
中
か
ら
こ
こ
の
指
導
員
が
生

ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」。
あ
と
一
〇

年
か
か
る
か
な
と
笑
い
な
が
ら
も
、
そ

の
笑
顔
か
ら
は
揺
る
ぎ
な
い
志
が
伝
わ

っ
て
き
た
。

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
大
林
組

林
友
会
の
取
組
み
を
は
じ
め
、
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
人
材
育
成
は
端
緒
に
立
っ

た
。
こ
の
機
を
逸
し
て
は
な
ら
な
い
。

今
こ
そ
ア
ク
セ
ル
を
深
く
、
力
を
込
め

て
踏
み
込
む
時
だ
。

大林組林友会
教育訓練校 総括指導員

櫻田徳浩
Norihiro Sakurada

四
三
日
間
の
研
修
で

自
分
の
可
能
性
を

み
つ
け
て
ほ
し
い
。

日建連の技能者の
処遇改善に向けた取組み

「建設技能労働者の
人材確保・育成に関する提言」より

１． 技能者の年間労務賃金水準が、全産業労働者平均レベル（約５３０万円）とな
るよう努める（２０代で約４５０万円、４０代で６００万円を目指す）

２． 社会保険の加入率を平成２９年度までに会社単位で１００％、労働者単位では
製造業相当の加入を目指す

３． 作業所の４週８休を目指し、休日を拡大する

４． 建設キャリアアップシステムの構築に協力し、技能の「見える化」を推進する

５． 重層下請次数について、平成３０年度までに可能な分野で原則二次以内を目
指す

６． 建設業退職金共済制度の民間工事での適用について、各層下請会社と協力
しつつ一定負担に応じ、その完全実施を目指す

７． 国土交通省等が提唱する総合的な教育訓練体系の構築に積極的に参加し、 
人材の確保・育成のための支援を行う

～ 日建連が掲げる目標 ～
自らの手で型枠を完成させた。この経験が自信につながる。

日建連では、建設業の再生と進化をはかるために、適正な受注活動の実施、
適切な価格での下請契約の締結を徹底するなど、

「建設技能労働者の人材確保・育成に関する提言」に基づき、各種の取組みを実施している。
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データベースシステム3
技能者の技能（資
格・研修）情報や建
設現場における就業
履歴を蓄積

運営主体

技能の見える化と技術の継承 賃金水準の向上・
社会保険加入の促進

人材［育成］建設業界 担い手の確保と育成特 集

労働環境の改善　日建連は、国土交通省の「建設キャリアア
ップシステムの構築に向けた官民コンソーシ
アム」に参加し、「建設キャリアアップシステ
ム推進本部」を設置した。このシステムを技
能者の処遇の確立と資質の向上を図るための
基礎インフラとすることを第一義として、

「建設キャリアシステム（仮称）に関するご提
案」を作成し、国土交通省に提出した。
　本システムは建設現場の適正で効率的な管
理や、建設物の品質や生産性の向上に役立つ
ことも期待されており、引き続き構築・普及
に協力していく。

建設キャリアアップシステム

　魅力ある建設業となるため、日建連会員の
作業所において、技能者確保・育成に取り組
む日建連会員にふさわしい職場環境の高度化
に寄与することを目的として、表彰制度を設
けている。平成22年度から始まった本制度
も第6回を迎え、すでに87件の作業所が表彰
されており、優秀快適職場として労働環境改
善のモデルとなっている。

快適職場表彰制度

　全産業を通して、4週8休が当たり前になってきているな
かで、建設業界では4週4休、もしくは交代で4週6休にと
どまっている作業所がほとんどである。日建連では土日の
作業所閉所を促すポスターや、適正工期算定プログラムを
作成するなどの取組みにより4週8休を目指し、より休日
が取りやすい労働環境の整備を進めている。

4週8休の推進

建設キャリアアップシステムの概念図

カードリーダーの設置2
建設現場の情報を
登録する。建設現
場にカードリー
ダーを設置し「技
能者カード」情報
を読み取る

建設現場

技能者カードの発行1
技能者情報を登録
する。約350万人
の建設技能者全員
に対して個別に ID
を付与した「技能
者カード」を発行

技能者

情報の開示4
関係者への適切な開示

関係者

　平成25年には労務賃金改善等推進要綱の策定、重層
下請構造の改善に向けたパンフレットの作成などの取組
みにより、技能者の賃金水準の向上、社会保険未加入対
策の推進、建設業退職金共済制度の拡充を図っている。

労務賃金改善などの広報活動

労務賃金改善等の
推進に関するパンフレット

上／平成27年度 快適職場表彰 表彰式の模様。
右下、左下／最優秀賞の受賞現場の様子。

作業所閉所を促進するポスター

　技能者の育成や技能の継承が喫緊の課題となるなかで、日建連
では、（一社）建設業産業専門団体連合会と連携を取りながら、「建
設スキルアップサポート制度」を推進している。この制度は在学
中に技能資格を取得した入職者を対象として、資格取得のために
負担した費用を助成することで、技能資格の取得を促すのが狙い。

建設スキルアップサポート制度

11STEP

技
能
士
関
係

技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
関
係

技
術
検
定

そ
の
他
資
格

助成の範囲

助成金額

建専連の会員企業または、
日建連会員の協力会
加盟企業に入職している

〒104-0032 東京都中央区八丁堀2-5-1 東京建設会館8階
（企画調整部）TEL：03-3553-0703　FAX：03-3555-2463
URL：http://www.nikkenren.com/

［日建連とは］日本の大手総合建設業者で構成する事業者団体で、建設業界の統一的な産業団体を目指し、建設業に関係するさまざまな課題に取り組んでいます。

鉄筋施工技能士

とび技能士

機械保全技能士

造園技能士

建築大工技能士

建築塗装技能士

防水施工技能士

配管技能士

内装仕上げ技能士

左官技能士

かわらぶき技能士

タイル張り技能士

型枠施工技能士

建築板金技能士

れんが積み技能士単一等級

ガス溶接
玉掛け
小型移動式クレーン運転
酸素欠乏危険作業主任者
特定化学物質等作業主任者
アーク溶接
半自動溶接
小型車輌系建設機械運転
フォークリフト運転
研削砥石特別教育
高所作業車運転
低圧電気取扱業務
締固め用機械
動力巻上機特別教育
振動工具取扱作業者
石綿取扱作業従事者

土木施工管理技術検定（学科）

建築施工管理技術検定（学科）

管工事施工管理技術検定（学科）

電気工事施工管理技術検定（学科）

造園施工管理技術検定（学科）

電気工事士（第一種、第二種）
測量士、測量士補

消防設備士（甲種、乙種）

危険物取扱者（甲種、乙種、丙種）

火薬類取扱保安責任者（甲種、乙種）
手動ガス圧接技量資格

※技能士については、2級と3級が対象。ただし、
れんが積み技能士については、単一等級が対象。

※技術検定については、2級（学科）が対象。
※測量士補については、在学中に登録した場合が対象。

※1（一社）建設産業専門団体連合会
※2（一社）日本建設業連合会

※1

助成金の範囲は、技能・技術資格取得に要した
受験料・受講料とします。

助成金額は、技能・技術資格(複数でも良い）取得
費用の半額とします。ただし、助成金額は、総額
10,000円を限度とします。

建専連の会員企業または、
日建連会員の協力会
加盟企業に入職している

建専連の会員企業または、
日建連会員の協力会
加盟企業に入職している

22STEP

高校等在学中に
建設関連資格を取得
高校等在学中に
建設関連資格を取得
高校等在学中に
建設関連資格を取得

○□○○◇○試験

建設　
　　

資格取得
対策
問題集

資格取得費用の半額を
キャッシュバック!
資格取得費用の半額を
キャッシュバック!
資格取得費用の半額を
キャッシュバック!

33STEP

助成の対象となる資格助成の対象となる資格

日建連は、建設技能・技術資格を取得し、建設業界を目指す若者を応援します!日建連は、建設技能・技術資格を取得し、建設業界を目指す若者を応援します!

建設スキルアップサポート制度建設スキルアップサポート制度建設スキルアップサポート制度建設スキルアップサポート制度

※2※2

確かなものを 地球と未来に

一般社団法人日本建設業連合会

建設スキルアップサポート制度の
リーフレット

建設業界 162016.617 建設業界 2016.6


